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研究の目的・概要
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１．研究目的
本研究は，センシング技術を用いて収集した植物工場内の環境情報と最適化技術を活用し、消費電力の最小化
を図りつつ消費者が求める野菜の安定供給を実現する計画生産システムを提案する．また，その有用性と実現性を
明らかにすることを目的とする．

２．研究開発の概要
施設栽培の現状と課題 計画生産システム 研究テーマと達成目標

三重県ではトマト栽培における高

品質化を図るため植物工場拠点を設
置した。これにより農商工の活性化を
図り経済発展を目指している．その
為の具体的課題として以下の三点を
解決する必要がある．

センシングデバイス
を用いて収集した気
温・湿度・光量・二酸
化炭素等の情報と
成長度合の情報を
用い，生育期間の
予測値を算出する．
予測値と消費電力、
設備・スタッフの上
限や時間的・物理的
制約を考慮し，収穫
量が多く時期ごとの
収穫のバラつきを小
さくするスケジュー
ルを自動生成する．

目指す次世代植物工場
・センサ-ネットワ-ク・ICTの積極活用
・省エネ化の継続的改善

市場活性化の仕組みづくり

高品質作物の普及と安定供給

情報利活用による改善と普及

以下3点を達成し、その後、植物工場三
重実証起点での実用化を目指す。

植物工場三重実証拠点
での実用化

③実用性のあるシステムの実現

①ICTを活用した生育予測式の構築

②省エネと利益性を両立させる計画
生産システムの実現



24
年
度
実
績

研究開発の成果

3

25
年
度
実
績

無線温湿度・照度センサーの開発 スケジューリングシステムの開発

セインシングデバイ
スとスケジューリン
グをつなぐ環境構築
の実施

生育期間予測に
関する論文調査
・モデル構築

スケジューリング
システムへの生育
期間予測モデルの
組込み

生育期間予測
モデル評価

「栽培知識」
「工程・作業」
の共有・整理

植物工場三重実証拠点での実証実験

生育期間予測モデルの拡張 スケジューリングシステムのバージョンアップ



今後、期待される研究成果及び社会的意義

本システムの導入により，年間を通じて消費者が求
める定品質・定量・定価格での野菜の供給が可能に
なり安全・安心の需給バランスが構築できる。

本システムを基点としたICTインフラの普及により
，六次産業の創出と活性化も見込まれ，農業人口減
少の抑制や国内自給率の向上に貢献できる．

自動的に情報を収集する本システムの導入で，生産
計画を日々自動更新できる。即ち熟練者でなくても
安定した生産が可能になり，農業経営の参入障壁を
下げることができる．

津波被災地における農業を復興するにあたり，ICT
利活用モデル事業の立ち上げに寄与に期待できる．
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今後の展開

実用化に向けたユーザビリティ向上とシステム導入
植物工場三重実証拠点での運用によるフィードバックを反映し、導入
しやすいシステムに仕上げる

本研究で培ったノウハウを活用したビジネス展開
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目的

教育型のパーソ
ナル植物工場を企
画化、個人会員
ベースでのビジネ
スを開始

各個人間で作物
を通じた交流を活
性化することで、
食の安全・安心へ
の関心や興味を広
げていく。

栽培アドバイス




